
経営計画「Mission2030」の目標達成に向けた戦略（「３つ星事業」100％に向けた戦略）

執行役員
ライフイノベーション部門長

ライフイノベーション事業を取り巻く環境は、新型コロナ流行後に大きく変わっているこ
とを実感しています。パンデミックに対する危機意識が高まる一方で、国によっては医療
費抑制政策が施行されるなど事業環境の複雑化が進展しています。当部門は変化する市
場に真摯に向き合いつつ、供給の瞬発力を整備してパンデミック等への対応力を高める
とともに、世界の人々によりよいQOL（クオリティ・オブ・ライフ）を届けるという先人から
脈 と々受け継がれてきたDNAをしっかり守ってまいります。

ライフイノベーション部門
Life Innovation

部門長メッセージ

注力分野・マーケット

稲田 太郎
いな   だ       た 　  ろう

予防

診断

治療

●インフルエンザワクチン

●抗原迅速診断キット
●臨床検査試薬

●がん治療用ウイルス製剤

●コロナ·インフル同時検査キット（コンボキット）は、旺
盛な検査需要を受けフル稼働を継続するも、生産能
力増強工事に伴う稼働一時停止と年度末の流行収束
により、販売数量が減少。
●抗原迅速診断キットおよび臨床検査試薬の需要拡大
に対応して、五泉事業所試薬製造設備を増設工事を
実施(2025年5月竣工）

●早期に安定的なインフルエンザワクチン供給を可能
とする原液製造の新設備を2022年から稼働
●インフルエンザの流行が前年よりも増加したものの、
ワクチンの接種率上昇は見られず前年並み
●インフルエンザワクチン原料価格高騰

●既存ワクチンは基盤事業として、早期出荷対応・流通
戦略強化等によりシェア拡大・出荷量増を図るととも
に、さらなる安全生産と生産性向上により収益力アッ
プの取り組みを進める
●ワクチン基盤技術の強化と新規ワクチン開発の推進

●生産能力増強に加え、業務·生産·物流プロセスのデジ
タライゼーションにより、生産効率の強化を進める
●国内·海外の営業力強化·新規販路構築および製品ラ
インナップの充実により収益拡大を推進

●がん治療用ウイルス製剤の安定製造・安定供給と製
造能力増強体制の構築

●既存ワクチンの早期安定供給に加え、引き続き有効
性と安全性が担保された新規ワクチンの開発を進
める

●迅速・簡便・安価・高感度・多項目を切り口に多様な診
断薬とシステムを提供する

●がん治療用ウイルス製剤を起点としたCMO・
CDMO※を目指す

●がん治療用ウイルス製剤の生産安定化に向けたプロ
セス見直し

【主要製品】 【2024年 実績】 【2026年 計画】 【2030年の部門目標】

※C M O： Contract Manufacturing Organization
　CDMO： Contract Development and Manufacturing 
 Organization
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ライフイノベーション部門
Life Innovation

投資額推移さらなる成長のための「投資」
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●自社開発による固有技術を用いた各種抗原迅速診断キットや
臨床検査試薬を保有

●最新の診断薬およびワクチン製造設備を備えた高度な技術と
高い生産能力

●産学官との多様かつ強固なネットワークと、そこから発揮でき
る研究開発力
●化学と医療という異なるノウハウの融合と顧客基盤の統合

●世界的な病気の予防・早期診断ニーズの高まり
●新型コロナウイルス流行による抗原迅速診断需要の定着
●個別化医療ニーズの高まり
●IoTやAIの利活用の高まり
●国の成長戦略（法改正、規制緩和）による新規ビジネスの
可能性

強み

弱み

機会

脅威

●感染症関連製品が多く、その需要は流行の程度や種類による
影響を受けやすい

●世界的な新型コロナウイルス感染症流行に端を発したワクチン/
検査の競合技術の開発加速
●国によっては医療費抑制政策が施行されるなど、事業環境の
複雑化

16％11％

●外部環境の変化をにらみながら、製品開発ポートフォリオを適切に見直し、
新たな検査需要の取り込みを進めるべく、研究開発力を推進しています。

既存事業強化での「キャッシュ創出」

●臨床検査試薬·抗原迅速診断キットの製造能力増強による安定した製品供
給体制の整備と、業務·生産·物流プロセスのデジタライゼーションによる生
産効率の強化を行なっています。
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売上高推移と見通し

営業利益額/営業利益率推移と見通し

デンカレポート2025 統合報告書 41

事業によるキャッシュ創出 Vision At a glance デンカの
企業価値

事業による
キャッシュ創出

将来に向けた
成長率の向上

資本コストの
最小化

Financial 
information



事業を通じた社会への貢献

●インフルエンザワクチン
毎年多くの方が罹患する季節性インフルエンザの感染予防により、人々
および社会全体の健康維持、そして幸福度や生産性向上に寄与します。

●抗原迅速診断キット（インフルエンザ、新型コロナウイルス、溶連菌、ノロウイルス、RSウイルス等）
インフルエンザや新型コロナ等の感染症罹患を迅速に判定することに
より、早期に適切な治療を開始し、回復時間の短縮や感染拡大防止に寄
与します。
患者さま・医療現場の負担軽減、経済活動の継続や公衆衛生に貢献し
ます。
（インフルエンザと新型コロナウイルスの同時検査可能なコンボキット
も取り揃えています）

デンカと北海道大学が開発したエボラ迅速診断キットが、コンゴ民主共
和国での使用許可を24年度に取得。
遠隔地でも短時間で診断可能で、感染拡大防止に貢献が期待されます。

●臨床検査試薬（免疫血清検査試薬、臨床化学検査試薬、細菌・ウイルス検査試薬等）
心筋梗塞やリウマチなどの早期診断および、動脈硬化や糖尿病など生
活習慣病のチェック、様々な感染症の罹患判断など、多種多様な検査試
薬を充実させ国内外に提供しています。
迅速かつ正確な診断を可能にし、適切な治療法の選択や疾病管理に不
可欠な役割を果たしています。
公衆衛生の向上、疾病の早期発見と予防・感染防止、医療コストの削減
に貢献し、健康な社会の維持に寄与しています。

ライフイノベーション部門
Life Innovation

POCT（迅速診断）の展開
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大病院・検査センター対応
大病院・検査センター・クリニック対応 OTC対応

時間軸

1996年
O157による食中毒事件

2009年
新型インフルエンザ
の世界的な流行

社会の
出来事

現在

※OTC：医師の処方せんがなく
ても店頭で購入できる医薬品

細菌
検査試薬

ウイルス
検査試薬

インフル
A・Bクイック

クイックS
インフルA・B

クイック
Ex-Flu

（着色）蛍光粒子、
蛍光対応リーダー

ウイルス同定

迅速化

視認性改善

操作性向上

簡便化・迅速化・高感度化
多くのウイルスや病原菌を検査可能

簡便化・迅速化・高感度化
多くのウイルスや病原菌を検査可能

超高感度化
発熱24時間以内の患者でも
インフルエンザの判定が可能

酵素抗体法
(4step・150分）

迅速酵素抗体法
(4step・15分)

金コロイド法
（2step・12分）

着色ラテックス免疫クロマト法
（1step・8分）

クイックナビ
シリーズ

未来過去

POCT製品
https://www.denka.co.jp/product/medical/detail_00336/

2020年3月
新型コロナウイルス感染症の
世界的な流行
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